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論文内容の要旨

1.序論.ある種の複素Monge-Ampere方程式が. Yauによって解かれた。乙れから，コンパクト

Kãhler多様体 l乙関する多くの結果が導き出され，その一部は微分幾何学の言葉を使わずに述べることが

できる。 Bogomolov分解. Yauの不等式がその例である。またそれらの中で，コンパク卜 Kähler多様体

を標数正の射影代数多様体で置き換えても成立することが予想されるものがある。たとえば.Bogomolov 

型の分解等である。またYau の解いたMonge-Ampere方程式は，よく知られた予想， 、数的正値標準因

子は，ある自然数回のテンサー積をとれば，大局切断によって生成される'に対し，意味のある手段を

与える。

そこで，この論文では，標数正の代数多様体上 lこ，ある種の可微分関数に相当する対象及び，それに

関するMonge-Ampere方程式を導入し，ある特別な場合に解く。

2. B 関数と Monge-Ampere方程式.有限体の代数閉包 k上定義された代数多様体V とその上の開被

覆 u= { u � }を取り，固定する。 UI乙関する前B関数とは( { f� }. {φ吋} )なる系で，次の条件を満

たすものである:

(i) f� はNú 個の U ú上の正則関数の組 fú= ( f伃 • … . fÚN α ) • 

(iilφ ú f3 は pÚ f3 Er (U Ú 円 U f3 .0*) と (N ú • N f3) 一行列。 ú f3 の積で，

(iii) fúi ニエ φαβ j ff3j • 

この前 B関数全体の集合に変換で移り合う時，同値として，同値関係を入れる。次に開被覆に関する

帰納的極限を取り . B と書く .Bの元を B関数と呼ぶ.B*=B- {O} と置く . B*の元 FI乙対し. F 

の定義 i乙現われる系 {ρ吋 }EH 1 (V.0号)を対応させる写像を D と書く，さて，写像 R:B* → Bを構
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成する。 F を前 B関数で O でないとする。自然数f で， ch (k) と素なものをとる。 C を原始 E乗根とし，

Sα= {i l ， "', i R )ll三 Ìj 三五Nα} ， Sa = # (S a) とおく， 乙のとき， (sa , n) 一行列 Baを，

BαCl""'if)P 二2ck-1fd ;すL "f，αiR で定義する。ここで， (Z~，'" Z ~ )は u a01司所
座標である。 Baの n次小行列式全体を並べ作ったB関係が R(F) である。 dR(F)=F-RnR(F) とおく，

乙こで右辺はB* ③Q の元と考える。 hEB*が豊富とはhの定める正則関数が閉埋入を定めることをいう，

このとき，次の 3 定理が得られる。

定理 1 正整数 a と F EB* に対し，

dR ( F a ) = dR ( F ) 

定理 2 dRは E の取り方に依らず，一意

定理 3 C を非特異射影曲線， hを豊富な B関数とする。 Kc+ D(h) が因子として豊富とする，ここに

Kc は C の標準因子.このとき，豊富な因子wが存在して，

dR(w) ・ h二 W

定理 3 中の等式が， Monge-Ampere方程式に相当するものである。

論文の審査結果の要旨

あーる種の複素Monge-Ampere方程式の解の存在はS.T.Yauによって示されたが，それはコンパクト

Kähler多様体に関する種々の知見を導いた。同時に，高次元代数多様体の双有理的研究にとって基本的

な予想「非特異代数多様体が数値的半正値な標準因子をもてば，その適当な自然数階テンソル積は大局的

切断によって生成される j を解決する糸口を与えていると見られる口本論文では，この予想をふまえて，

Monge-Ampere方程式を，有限体の代数閉包上定義された代数多様体V上 i乙，代数幾何学的に定式化し

て Vが代数曲線の場合にその解の存在を示している口

陥悶附hl附e町r

θ2φ 
det(gij +石戸五) = C exp( F) det(gi j) 

として定義される口ただし F は可微分関数で， φ は未知関数である。これを正標数の代数多様体上に定義

するためには，可微分関数， θ 一作用素，対数関数等の類似物を必要とし，非常な困難を伴う。本論文

では，方程式の同値な表現

det (θiθj log(hψ)) =G det(θiθj log h) 

ψ=expφ， G=exp(F) , g=θθlog h 

に着目する。まず，可微分関数を， v の開被覆u={uα} を用いて，適当な貼り合わせ条件をみたす，

各Uα 上の正則関数列{ fa1 ,…. faNa } として定義し，作用素det(θiθj log( ))に相当する写像dR

を定義して，上記多様体V上にMonge-Ampere方程式を定式化している口

乙の定式化は， J:.記予想とともに，代数多様体上の豊富因子の錐等の研究に貢献するとこ.ろ大である
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と考えられ，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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